
構成イメージ 樹木を残した施工例

概　要
ES（Earth　Sewing）ネット工法は、表層すべりが想定

される自然斜面や法面に適用できる表層崩壊対策工法であ
る。格子状に配したケーブルと交点部に打設したロックボル
トで構成される。頭部締め付け時に、押さえパイプを介して
地山にケーブルを押し込むことにより、地山表面の緩みを抑
制する。

特　長
１．環境に配慮

ケーブルを現地加工して使用するため、自然斜面でも樹木
を残した施工が可能である。
２．地山の緩みを主導的に防止

ロックボルトを地山へ押し込むことで、連結されたケーブ
ルが地山を緊縛し、土塊を主導的に押さえ込むため、崩壊
防止効果が高い工法である。
３．表層土砂の流出を防止

ケーブルを地山へ密着するように敷設するため、高い表流
水の分散効果、表層土砂の流出防止効果が得られる。
４．経済的かつ高い施工性

部材が軽量・簡易であるため、施工性が高く経済性に優れ
た工法である。
５．地山掘削が不要

斜面の凸凹に対応
できるため、地山
掘削が不要であり、
地形改変を最小限
にできる環境に優
しい工法である。

製品仕様

施工手順（一例）

　 押さえパイプ設置状況　　 SKクロスクリップ設置状況

法面工

周辺環境に優しく経済性に優れた斜面表層崩壊対策工法
ESネット工法
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ケーブル

ESプレート

SKクロスクリップ

押さえパイプ

締付け部

斜面変形時

補強材に発生する
外力が地表ケーブ
ル部に伝達され斜
面のゆるみに抵抗
する。

施工完了時

ナット締め付け時
にESプレート部や
地山の凸部を中心
に斜面を緊縛する。
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